
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
経
済
統
計

　

今
年
６
月
、
長
野
県
で
開
か
れ
た

「
Ｇ
20
持
続
可
能
な
成
長
の
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
球
環
境
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
合
」
の
閣
僚
声
明
で
は
、

各
国
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に

向
け
て
国
際
社
会
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、
適
切
な
処
理
を

さ
れ
ず
に
陸
上
か
ら
海
へ
流
出
し
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
指
す
。
特
に
大

き
さ
が
５
㍉ 
メ
ー
ト
ル
以
下
の
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
海
洋
生
態
系
に

甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
体
内
に
蓄
積
す

る
こ
と
に
よ
る
人
体
へ
の
健
康
被
害
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
再
生
利
用
さ
れ
る
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
多
く
が
、
加
工
す
る
際

の
人
件
費
が
安
い
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
２

０
１
７
年
に
中
国
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
輸
入
規
制
を
実
施
し
て
以
降
、
タ
イ

や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
も
同
様
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

有
害
物
質
の
国
境
を
越
え
た
移
動
を
規

制
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
締
約
国
会
議

に
お
い
て
も
、
汚
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
輸
出
規
制
の
対
象
と
す
る
改
正
案

が
採
択
さ
れ
、
日
本
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
輸
出
先
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

政
府
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
背
景
に

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
」
を

策
定
し
、
今
後
、
国
内
で
資
源
循
環
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃

棄
物
の
排
出
量
は
平
成
の
時

代
に
劇
的
に
増
加
し
、
年
間

１
０
０
０
万
㌧ 
を
超
す
局
面

も
あ
っ
た
（
図
表
）。
世
界

金
融
危
機
の
後
に
減
少
し
、

そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。
国
連
環
境
計

画
に
よ
る
と
（
注
）、
世
界
で

生
産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
う
ち
36
％
は
使
い
捨
て
包

装
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
日

本
に
お
け
る
一
人
当
り
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装
廃
棄
物
の

排
出
量
は
、
米
国
に
次
ぐ
世

界
２
位
で
あ
る
。
リ
サ
イ
ク

ル
も
重
要
だ
が
、
処
理
能
力
の
限
界
を

考
慮
す
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用

自
体
を
減
ら
す
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

国
内
で
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
や
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
の
使
用
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
過
程
に
は
、

石
油
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
製
造
す
る

大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
や
、
そ
の
加
工
を

担
う
中
小
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

が
関
与
し
て
お
り
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
よ
り
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
う
る
。
一
方
、

微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
生
分
解

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発
や
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
代
替
す
る
紙
製
品
の
開
発
な

ど
新
た
な
事
業
機
会
も
広
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に
と
ら
え
、

民
間
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
対
し

実
効
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

（
注
）　

“Single-use plastics: A
 road-

m
ap for sustainability

”（2018

）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
行
方

（
環
境
省
「
平
成
29
年
版
　
環
境
統
計
集
」）

大
和
総
研　

金
融
調
査
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室

研
究
員

柿
沼
英
理
子

（注） 　94年から産業廃棄物に未使用の生産加工量、加工ロス量を新たに
計上して加算している。

（出所）　環境省「平成29年版 環境統計集」から大和総研作成。

〔図表〕 日本のプラスチック廃棄物総排出量
万トン
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